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平成 22 年 2 月 8 日 

 

受益者の皆様へ 

三井住友アセットマネジメント株式会社 

 

ＳＭＢＣ・日興ニューワールド株式ファンド（為替ヘッジなし）の下落について 

（基準価額の変動要因についてのお知らせ） 

 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

平成 22 年 2 月 8 日、表題ファンドの基準価額が前日比 5％以上下落しました。以下に、ファンド状況と基準

価額の下落要因のご報告をいたします。 

 

（１） 基準価額前日比 5％以上下落ファンド名とその状況（平成 22 年 2 月 8 日現在） 

 

 

 

（２） 基準価額の変動要因について 

ＳＭＢＣ・日興ニューワールド株式ファンド（為替ヘッジなし）は、ケイマン籍外国投資信託「ニューワールド・

エクイティ・ファンド（JPY）」を通じて、世界各国の株式に投資を行っております。ニューワールド・エクイティ・フ

ァンド（JPY）は外国籍の投資信託のため、同投資信託の2月5日の基準価額が、2月8日のＳＭＢＣ・日興ニュ

ーワールド株式ファンド（為替ヘッジなし）の基準価額に反映されます。また、外貨建て資産の円換算には、ル

クセンブルグ時間2月5日10：00時点の為替レートを使用しております。 

上記の算出基準のもと、株式要因、為替要因ともに基準価額にマイナスの影響を与えた結果、ＳＭＢＣ・日

興ニューワールド株式ファンド（為替ヘッジなし）の基準価額は－5.28％となりました。 

以下にバンク・プリヴェ・エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・ヨーロッパからの見解をご報告申し上げます。 

 

＜市場概況＞ 

(株式市場) 

2月 4日（木）、5日（金）の世界の主要株式市場は、2日間で大きく下落しました。ギリシアやスペイン、ポル

トガルといった南欧諸国の財政危機問題や 4 日に発表された米国の新規失業保険申請件数が 48 万件と 7

週間ぶりの高水準となったことで世界景気の回復が鈍化するとの懸念が台頭しました。また、こうした景気鈍

化懸念に加え、米ドルが円を除く主要通貨に対して上昇し、金や銅の代替通貨としての魅力が薄れたことな 

ファンド名 基準価額 (円) 前日比 (円) 下落率 (％)

ＳＭＢＣ・日興ニューワールド株式ファンド（為替ヘッジなし） 9,112 -508 -5.28%
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どから商品市況、並びに関連株式が下落しました。 

（為替市場） 

 為替市場は、南欧諸国の財政危機問題でユーロが大きく下落する一方、世界景気の減速懸念で投資家の

リスク回避姿勢が強まったことによりドルや円のキャリー取引（低金利の米ドル、円を売って、高金利通貨を買

う取引）を巻き戻す動きが見られました。円はほぼ全面高となりました。 

 

＜市場見通し＞ 

（株式市場） 

ギリシアやスペイン、ポルトガルなど南欧諸国だけでなく、米国や英国も財政赤字は高水準にあり、当面株

式市場にとって重石となることが予想されます。もっとも、各国財政の不安定な状況は「金」にとっては支援材

料です。新興国株式は前述の要因に加え、1 月中旬の中国における預金準備率引き上げ以来、更なる金融

引締め懸念から不安定な状態が続いていますが、金融引締めは持続的な経済成長にとって必要な措置で、

新興国成長の恩恵を受ける素材やエネルギー関連株式は引き続き魅力的な投資対象であると思われます。

現在の短期的な調整はこうしたセクターに属する優良企業の株式を購入する好機と考えております。 

（為替市場） 

 外国為替市場は、南欧諸国の財政赤字問題が足枷となりユーロは引き続き米ドルや円に対して下落基調

で推移することが見込まれます。南欧諸国のこうした状況に対して欧州連合が何らかの支援を行うのかが今

後注目されます。財政赤字の問題が継続する限り、投資家のリスク回避姿勢が続き、米ドルや円キャリー取

引巻き戻しの動きが継続することが予想されます。 

 

以上 


